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問１　県民の暮らし向きの実感

無回答
満足している
十分とはいえないが一応満足している
どちらともいえない
やや不満である

問２　１年前と比較した県民の暮らし向きの実感

無回答
とても楽になった
少し楽になった
変わらない
少し苦しくなった
とても苦しくなった
無回答

楽に
苦しく

問1 現在の暮らし向きの実感

・「満足している」または「十分とはいえないが一応満足している」(63.5％)

は、昨年(63.8％)より0.3ポイント減少。「やや不満である」または「不満であ

る」(19.7%)は、昨年(17.8%)より1.9ポイント増加。

問2 1年前と比較した暮らし向きの実感

・「とても楽になった」または「少し楽になった」(8.7%)は、昨年(9.6%)より

0.9ポイント減少。「少し苦しくなった」または「とても苦しくなった」

(32.8%)は、昨年(31.2%)より1.6ポイント増加。
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5.3
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1.0

0.5

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

H30

R1

とても楽になった 少し楽になった 変わらない 少し苦しくなった とても苦しくなった 無回答

１．県民の生活全般について
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12.9

13.7

14.0

11.3

50.1

49.8

50.8

49.7

52.2

13.7

12.9

16.5

18.1

16.7

14.0
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5.5
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1.3

0.4

0.9
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

H30

R1

満足している 十分とはいえないが一応満足している

どちらともいえない やや不満である

不満である 無回答
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問5　日頃の生活での悩みや不安の有無

問3 1年前と比較して暮らし向きの実感が、
「とても楽になった」または「少し楽になった」と
答えた理由

問5 日頃の生活での悩みや不安の有無

・「悩みや不安を感じている」(82.1%)は、昨年(79.5%)より2.6ポイント増加。一

方、「悩みや不安を感じていない」(16.8%)は、昨年(18.4%)より1.6ポイント減

少。

79.6

81.1

78.9

79.5

82.1

17.2

17.2

19.0

18.4

16.8

3.2

1.6

2.1

2.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

H30

R1

悩みや不安を感じている 悩みや不安を感じていない 無回答

問4 1年前と比較して暮らし向きの実感が、
「少し苦しくなった」または「とても苦しくなった」
と答えた理由

58.7

42.0

32.8

31.5

22.2

59.4

37.1

28.6

31.7

22.6

57.8

37.8

30.6

30.4

21.1

0% 20% 40% 60%

給料や収益が

増えない、または

減少したから

税金や保険料の

支払いが増えたから

家や自動車、家電

などにかかる支出が

増えたから

家族の増加や物価の

上昇などで毎日の

生活費が増えたから

失業、退職、病気

などで働き手が

減ったから

R1

H30

H29

43.9

18.2

17.2

15.7

15.7

39.3

14.9

21.1

15.3

19.4

36.6

18.7

19.9

15.9

19.5

0% 20% 40% 60%

給料や収益が

増加したから

就業、就職などで

働き手が増えたから

教育にかかる費用が

減ったから

家族の減少や物価の

低下などで毎日の

生活費が減ったから

結婚、出産、病気など

特別な出費が

なかったから

R1

H30

H29

※5つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目

※5つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目
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選択肢
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12.9

10.8

11.0

11.7

10.4

50.4

53.5

53.4

53.3

53.5

21.5

20.9

22.0

21.1

21.7

8.9

8.4

8.6

9.0

9.3

1.2

1.8

1.8

1.6

1.8

5.0

4.6

3.2

3.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

H30

R1

とても住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらともいえない

どちらかといえば住みにくい とても住みにくい 無回答

問6 日頃の生活での悩みや不安の内容

・「老後の生活設計」(67.5%)は、昨年(62.7%)より4.8ポイント増加、「今後の

収入や資産の見通し」(50.2％)も、昨年(46.2％)より4.0ポイント増加。一方、

「自分の健康」(63.0％)は、昨年(65.6％)より2.6ポイント減少。

問7 奈良県の住みやすさの評価

・「とても住みやすい」または「どちらかといえば住みやすい」(63.9%)は昨年

(64.9%)より1.0ポイント減少。「どちらかといえば住みにくい」または「とて

も住みにくい」(11.1％)は、昨年(10.6％)より0.5ポイント増加。

67.5

63.0

57.1

50.2

46.0

62.7

65.6

56.8

46.2

43.4

63.2

61.6

55.7

45.4

43.1

61.8

59.2

53.8

54.1

45.7

63.9

62.4

54.4

52.4

40.3

0% 20% 40% 60% 80%

老後の生活設計

自分の健康

家族の健康

今後の収入や

資産の見通し

現在の収入や資産

R1

H30

H29

H28

H27

※5つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目
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わからない
無回答
ずっと住みたい
一度は県外へ出ても、奈良県に戻って住みたい
住みたくない
わからない
無回答

住みたい
住みたくない、わからない

57.5

54.6

57.2

58.6

58.3

10.4

11.8

10.3

9.2

9.4

6.4

6.9

5.9

6.2

6.3

24.1

26.2

25.2

25.1

25.1

1.6

0.5

1.4

0.8

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H27

H28

H29

H30

R1

ずっと住みたい 一度は県外へ出ても、奈良県に戻って住みたい 住みたくない わからない 無回答

問8 将来の奈良県での定住意向

・「ずっと住みたい」または「一度は県外へ出ても、奈良県に戻って住みたい」
(67.7%)は、昨年(67.8%)より0.1ポイント減少。「住みたくない」または「わから
ない」(31.5％)は、昨年(31.3％)より0.2ポイント増加。

問9 将来的に奈良県に「ずっと住みたい」または
「一度は県外へ出ても、奈良県に戻って住みた
い」と答えた理由

問10 将来的に奈良県に「住みたくない」または
「わからない」と答えた理由

71.6

52.1

45.8

43.6

35.2

71.3

54.4

46.8

42.8

36.4

72.6

59.7

51.4

42.0

34.3

0% 20% 40% 60% 80%

自然災害が少ないから

緑などの自然環境が

よいから

騒音・振動・大気汚染

などが少なく周辺環境

がよいから

奈良県や身近な

地域に愛着を

感じるから

買物など日常の

生活環境が

整っているから

R1

H30

H29

47.9

38.6

33.0

28.4

22.1

49.2

36.5

35.7

29.2

20.1

46.6

35.5

34.0

29.6

21.7

0% 20% 40% 60% 80%

買物など日常の

生活環境が整って

いないから

通勤・通学に

不便だから

医療が充実して

いないから

福祉サービスが

充実していないから

奈良県や

身近な地域に

愛着を感じないから

R1

H30

H29

※5つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目

※5つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目
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H29 H30 R1
ﾎﾟｲﾝﾄ差
(R1-H30) H29 H30 R1

ﾎﾟｲﾝﾄ差
(R1-H30) H30 R1

1 品揃えの豊富な店が近くにあること 17 4.03 3.97 3.98 0.01 8 3.06 3.00 3.03 0.03 A A

2
電車、バス、タクシーなどの公共的な交通機
関が利用しやすいこと 8 4.12 4.13 4.19 0.06 28 2.89 2.84 2.79 △ 0.05 D D

3
休日の道路の渋滞が解消され、自動車での
外出が快適なこと 32 3.37 3.42 3.35 △ 0.07 11 2.96 2.97 3.01 0.04 B B

4
平日の道路の渋滞が解消され、自動車での
外出が快適なこと 31 3.38 3.43 3.39 △ 0.04 6 3.07 3.06 3.08 0.02 B B

5
小・中学校で子どもの能力を伸ばす教育が
受けられること 23 3.85 3.82 3.81 △ 0.01 18 2.96 2.96 2.95 △ 0.01 B C

6
高校で生徒一人ひとりに適した教育が受けら
れること 28 3.75 3.72 3.76 0.04 20 2.92 2.92 2.91 △ 0.01 C C

7
子どもたちが、暴力行為・いじめなどを行わ
ないこと 4 4.43 4.36 4.41 0.05 11 2.99 3.01 3.01 0.00 A A

8 文化遺産や史跡が大事にされること 20 4.03 3.97 3.96 △ 0.01 1 3.55 3.51 3.58 0.07 A B

9
生涯を通じて教養を高め、趣味を広げられる
こと 25 3.78 3.77 3.78 0.01 14 3.03 3.03 3.00 △ 0.03 B B

10
公園や運動施設・グラウンドなどが利用しや
すいこと 30 3.52 3.52 3.51 △ 0.01 21 2.96 2.95 2.90 △ 0.05 C C

11
地震、台風、火災などへの対策がしっかりし
ていること 3 4.39 4.38 4.45 0.07 22 2.93 2.91 2.89 △ 0.02 D D

12
食品や薬品などの商品・サービスの安全性
が確保されていること 6 4.27 4.28 4.28 0.00 4 3.20 3.16 3.21 0.05 A A

13
家庭や地域において、地震などの自然災害
に対する自主的な備えができていること 8 4.16 4.14 4.19 0.05 25 2.79 2.79 2.84 0.05 D D

14
住民が犯罪に遭うことがなく、その不安も感
じることなく暮らせること 2 4.50 4.48 4.52 0.04 3 3.20 3.16 3.22 0.06 A A

15
自分が住んでいる地域に活気があり、魅力
のある地域になっていること 25 3.80 3.79 3.78 △ 0.01 31 2.73 2.69 2.72 0.03 C C

16
ボランティア・ＮＰＯ活動に気軽に参加できる
こと 33 3.03 3.05 3.03 △ 0.02 25 2.85 2.84 2.84 0.00 C C

17
男女がそれぞれの個性と能力を十分に発揮
できる社会が実現すること 29 3.65 3.68 3.69 0.01 29 2.82 2.77 2.78 0.01 C C

18
市町村の政治に住民の要望や意見が十分
採り入れられること 14 3.96 3.98 4.03 0.05 33 2.61 2.58 2.57 △ 0.01 D D

19 急病時に診てもらえる医療機関があること 1 4.58 4.57 4.58 0.01 14 2.95 3.01 3.00 △ 0.01 A A

20
安心して子どもを出産できる医療体制が整っ
ていること 7 4.22 4.21 4.23 0.02 24 2.83 2.80 2.85 0.05 D D

21
住んでいる地域において、互いに見守り、助
け合うなどつながりが感じられること 17 3.98 3.99 3.98 △ 0.01 7 3.04 3.00 3.05 0.05 A A

22
障害者が住み慣れた地域で自分に合った支
援サービスを受けられること 14 4.01 4.03 4.03 0.00 19 2.90 2.88 2.92 0.04 D D

23
高齢者やその家族が住み慣れた地域で適切
な介護サービスを受けられること 5 4.29 4.31 4.32 0.01 16 2.98 2.97 2.98 0.01 A A

24
高齢者や障害者が安心してまちに出かけら
れること 10 4.14 4.16 4.17 0.01 30 2.83 2.82 2.77 △ 0.05 D D

25
地域・家庭・学校が一体となって、子どもが健
全に育つ環境づくりを行っていること 12 4.15 4.18 4.16 △ 0.02 8 3.04 3.04 3.03 △ 0.01 A A

26
イライラやストレスなど精神的緊張が少ない
こと 13 4.03 4.05 4.05 0.00 17 2.99 2.97 2.97 0.00 A A

27
自分の住む地域の景観や町並みが美しいこ
と 21 3.91 3.92 3.92 0.00 5 3.26 3.21 3.20 △ 0.01 B B

28
一人ひとりが普段の生活においてＣＯ２削減
に取り組むこと 27 3.68 3.71 3.77 0.06 23 2.89 2.89 2.87 △ 0.02 C C

29 ゴミのリサイクルのしくみが整っていること 17 3.86 3.95 3.98 0.03 2 3.26 3.26 3.23 △ 0.03 B A

30 失業の不安がなく働けること 10 4.16 4.15 4.17 0.02 27 2.81 2.82 2.83 0.01 D D

31
保育所の数や定員を増やすことにより、待機
児童を解消すること 22 3.88 3.90 3.88 △ 0.02 11 3.00 3.00 3.01 0.01 B B

32 県内で買いたいものが販売されていること 24 3.79 3.80 3.79 △ 0.01 8 2.99 2.99 3.03 0.04 B B

33
いろいろな働き方が用意され、自分の生活に
合った就業ができること 16 3.96 3.95 4.00 0.05 31 2.67 2.71 2.72 0.01 C D

3.96 3.96 3.97 0.01 2.97 2.96 2.96 0.00

象限

平　　均

設
問
番
号

項　　目
R1
順
位

重要度 R1
順
位

満足度

問11 県民の生活に関する重要度・満足度（5段階ポイント評価）

・重要度の1位は「急病時に診てもらえる医療機関があること」(4.58ポイント)で、

昨年(4.57ポイント)も1位。

・満足度の1位は「文化遺産や史跡が大事にされること」(3.58ポイント)で、昨年

(3.51ポイント)も1位。

２．県民の生活に関する重要度・満足度について

※数値は生活に関する各項目についての回答それぞれに次の点数を与え、平均をとった値。

・重要度

きわめて重要（5点）かなり重要（4点）どちらともいえない（3点）さほど重要ではない（2点）全く重要ではない（1点）

・満足度

十分満たされている（5点）かなり満たされている（4点）どちらともいえない（3点）あまり満たされていない（2点）ほとんど満たされていない（1点）
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1.品揃えの豊富な店

2.公共交通の利便性

3.休日の渋滞解消

4.平日の渋滞解消

5.能力を伸ばす小中学校教育

6.個性を尊重する

高校教育

7.こどもの暴力・いじめの撲滅

8.文化遺産や史跡の保存

9.生涯を通じた

教養・趣味の拡大

10.公園・運動施設等の利便性
11.防災対策の充実

12.食品・薬品等の

安全性の確保

13.自主防災対策の充実

14.犯罪にあう不安のない暮らし

15.地域に活力・魅力があること

16.ボランティア・NPOへの参加

17.男女が能力を発揮できる

社会の実現

18.市町村行政に対する

住民意向の反映

19.急病時に見て

もらえる医療機関

20.安心できる周産期医療体制

21住んでいる地域において

つながりが感じられること

22.障害者支援サービスの充実

23.適切な介護サービスの充実

24.高齢者・障害者が

安心できるまちづくり

25.子どもが健全に育つ

環境づくり

26.精神的な緊張の軽減

27.地域の景観・町並の美しさ

28.CO2削減へ向けた

取り組み

29.ゴミのリサイクルの促進

30.失業不安がない

社会づくり

31.待機児童の解消

32.県内で購入可能な

商品の充実

33.多様な就業環境

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.0 3.2 3.4 3.6 3.8 4.0 4.2 4.4 4.6

満

足

度

重要度

満足度
平均
2.96

重要度

平均
3.97

問11 県民の生活に関する重要度・満足度（R1）の分布

D象限
重要度：高、 満足度：低

C象限
重要度：低、 満足度：低

A象限
重要度：高、 満足度：高

B象限
重要度：低、 満足度：高
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どちらでもない

無回答

　※文化活動とは、習い事や趣味の他、楽器の演奏やダンスなど自ら主体的に行う活動全般のこと。

　※文化鑑賞とは、公演・展覧会など鑑賞全般のこと（家庭内での音楽鑑賞等を除く）。

無回答

知らない
無回答

問12 奈良県に対する愛着について

問13・14 文化活動・文化鑑賞、ムジークフェストならの認知度について

３．奈良県への愛着について

・この1年間に文化活動又は文化鑑賞をした人(54.2%)は、昨年(45.0％)より9.2

ポイント増加した。

・ムジークフェストならの認知度は、「知っている」(39.3%)が昨年(34.2％)よ

り5.1ポイント増加した。

36.4

35.9

37.7

41.5

13.0 

12.4 

6.1

7.1

2.1

1.5

4.7

1.6

H30

R1

とても愛着がある やや愛着がある どちらでもない あまり愛着がない まったく愛着がない 無回答

15.3

16.7

15.4

19.2

5.4

8.5

7.2

9.6

28.3

24.4

22.4

25.4

46.6

43.6

46.9

43.2

4.4

6.8

8.2

2.6

H28

H29

H30

R 1

文化活動と文化鑑賞をした 文化活動だけをした 文化鑑賞だけをした 文化活動も文化鑑賞もしなかった 無回答

26.6

32.1

33.1

34.2

39.3

70.3

66.4

63.0

63.0

58.9

3.1

1.5

3.9

2.9

1.8

H27

H28

H29

H30

R 1

知っている 知らない 無回答

問13 この１年間の文化活動・文化鑑賞の有無

問14 ムジークフェストならの認知度

４．文化振興について

・「とても愛着がある」、「やや愛着がある」（77.4％）は、昨年（74.1％）

より３.３ポイント増加。「あまり愛着がない」、「まったく愛着がない」

（8.6％）も、昨年（8.2％）より０.４ポイント増加。

7 



無回答

2263

※複数回答

問18・19 運動やスポーツの実施について

・この1年間に運動・スポーツを行った日数について、1日でも運動・スポーツを行った人

は53.9％で、昨年(54.0％)より0.1ポイント減少した。

・行っている運動については、ウォーキング(53.3％)が最も多く、体操(23.1％)が次に多

かった。

５．スポーツ振興について

問18 この1年間に運動・スポーツを行った日数

12.8

12.2

7.7

7.9

10.4

11.2

12.1

12.2

5.2

4.5

5.7

6.0

39.4

43.7

6.6

2.4

H30

R 1

週3日以上 週2日以上 週1日以上 月に1～3日 3ヶ月に1～2日 年に1～3日 行っていない 無回答

問19 行っている運動 （週3日以上から年に1～3日行ったと回答した人のみ）

60.1

53.3

7.6

9.3

24.9

23.1

3.4

6.1

5.4

5.1

16.3

18.8

13.1

16.1

13.8

15.0

6.0

3.9

H30

R 1

ウォーキング ランニング 体操 水泳 サイクリング トレーニング 球技 その他 無回答

8 



※食品ロス･･･食べられるのに廃棄される食品のことで、食料資源の浪費や環境へ

の負荷などの観点から問題となっています。

問20・21 食品ロス問題の認知度、取り組みについて

・食品ロス問題を「よく知っている」または「ある程度知っている」と答えた人は87.2％

で、「あまり知らない」または「全く知らない」と答えた人は11.6％だった。

・食品ロスを減らすために取り組んでいることについては、「残さず食べる」(69.1％)が最も

多かった。

６．食品ロス削減ついて

問21 「食品ロス」を減らすために取り組んでいること

問20 「食品ロス」問題の認知度

よく知っている

37.6

ある程度知っている

49.7

あまり知らない

10.1

全く知らない

1.5

無回答

1.1

0.7

1.7

2.8

24.8

28.1

33.1

37.8

43.2

56.3

64.9

69.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

無回答

その他

取り組んでいることはない

残った料理を別の料理に作り替える

小分け商品、少量パック商品、バラ売り等

食べきれる量を購入する

日頃から冷蔵庫等の食材の

種類・量・期限表示を確認する

飲食店等で注文し過ぎない

料理を作り過ぎない

冷凍保存を活用する

賞味期限を過ぎてもすぐに捨てるのではなく、

自分で食べられるか判断する

残さずに食べる

※複数回答

認知度 87.2％
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やや良い

やや悪い
悪い
無回答

13
15
10
8

12
9

14
3
4
2

11
5
7
1
6

問22・26 奈良県の治安情勢・地震や災害への備え

・現在の奈良県の治安情勢について、「良い」「やや良い」と答えた人は49.7％で、平

成29年(42.3％)より7.4ポイント増加した。

・地震や風災害、火災が起こったときのための日頃の備えについては、「水、食料、救急

医療品、懐中電灯、ラジオなどの防災用具の備蓄」(52.1％)が最も多く、「避難所や避難

経路の確認」(49.9％)が次に多かった。

７．安全・安心の確保について

12.9

15.8

29.4

33.8

40.5

40.1

12.6

8.4

1.9

1.3

2.7

0.6

H29

R 1

良い やや良い 良くも悪くもない やや悪い 悪い 無回答

問22 現在の奈良県の治安情勢について

問26 地震や風災害、火災が起こったときのための日頃の備えについて

0.5

0.8

5.5

5.6

6.9

7.5

13.1

20.4

20.6

22.6

26.3

26.6

26.6

49.9

52.1

0 10 20 30 40 50 60

その他

無回答

ブロック塀や門柱などの

安全性の点検

ガラスの飛散防止

耐火金庫に貴重品などを保管

住宅の耐震診断や耐震補強工事

特に備えはしていない

土砂災害（土石流、地すべり、がけ崩れ）

の危険箇所の確認

地域での浸水の危険性などの確認

地域や学校・職場などで実施される

防災訓練などへの参加

消火器などの用意

災害時における家族との

連絡方法の確認

家具などの転倒防止

避難所や避難経路の確認

水、食料、救急医療品、懐中電灯、

ラジオなどの防災用品の備蓄

※複数回答

10 



自転車の利用

問27・29 自転車の利用と自転車保険について

・「自分又は家族が利用している」と回答した人は、51.2％だった。
・自転車を利用している人が加入している保険の種類については、「自動車保
険、火災保険、傷害保険の特約」(23.8％)が最も多かった。「自転車保険に加
入していない」(18.7％)が次に多かった。

問29 加入している損害賠償保険や自転車保険の種類について

問27 自転車の利用について

9.9 25.0 16.3 47.4

1.4

R1

自分は利用しているが、家族は利用していない

自分も家族も利用している

自分は利用していないが、家族で利用している者がいる

誰も利用していない

無回答

19.9

1.8

5.6

5.6

10.0

12.1

17.9

18.7

23.8

0 5 10 15 20 25

無回答

クレジットカードの

付帯保険

TSマーク付帯保険

会社等の団体保険・

PTAの保険

共済

自転車保険に加入しているか

どうか分からない

自転車向けの保険

自転車保険に

加入していない

自動車保険・火災保険・

損害保険の特約

※ご自身、もしくはご家族が自転車を利用されている方のみ回答

複数回答

自分又は家族が利用している

51.2％

11 



1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

問3２ 現在の仕事について

・現在の仕事について、有職者においては「正規の職員・従業員」(23.9％)が最
も多く、平成29年(22.3％)より1.6ポイント増加した。次いで、「パート・ア
ルバイト（学生を除く）」(16.8％)が多く、こちらも平成29年(15.4％)より
1.4ポイント増加した。
・平成29年と比較して増減幅が大きかったのは「無職」(19.7％)で、平成29年
(25.3％)より5.6ポイント減少した。

８．雇用対策について

問32 現在の仕事について

21.6

22.3

23.9

4.6

3.9

6.2

0.8

1.1

1.0

14.6

15.4

16.8

1.4

1.1

1.4

4.0

2.8

4.1

5.1

3.7

4.5

2.9

2.9

3.1

16.3

16.5

14.5

23.3

25.3

19.7

1.6

1.1

1.0

0.5

0.7

1.5

3.3

3.0

2.3

H27

H29

R1

正規の職員・従業員

契約社員・嘱託

派遣社員

パート・アルバイト（学生を除く）

企業などの役員

農林漁業の自営業・家族従業員

商工・サービス業の自営業・家族従業員（卸売業・飲食業・製造業・建設業など）

その他自営業（開業医・弁護士・宗教家・芸術家・茶華道師匠など）

家事専業・家事手伝い

無職

学生

その他

無回答
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①

9
8
3

10
6
7
4
1
2
5

11

12
13

問35・37 県内（県外）で仕事をする（希望する）理由と仕事を選ぶ際重視する点

・県内で仕事をする(希望する)理由は「通勤時間が短い」(56.2％)が最も多かっ
た。
・県外で仕事をする(希望する)理由は「県外の方が勤務条件（給与・休暇等）が
良い」(47.4％）が最も多かった。
・仕事を選ぶ際重視する点は、「人間関係が良い」が3.38ポイントで最も多
かった。

問35-① 県内で仕事をする方・希望する方 問35－② 県外で仕事をする方・希望する方

※3つ以内で複数回答

その他除く上位5項目

7.9

18.4

20.0

22.7

56.2

0 20 40 60

親・配偶者の介護がある

地元が好き

両親や家族の

近くにいたい

家事・育児がある

通勤時間が短い

3.5

12.2

19.2

27.3

47.4

0 20 40 60

地元があまり好きではない

県外の方が通勤しやすい

県内の求人情報が

見つからない

県内には魅力的な

仕事がない

県外の方が勤務条件

（給与・休暇等）が良い

2.65

2.69

2.69

2.79

2.80

3.02

3.09

3.11

3.15

3.19

3.25

3.30

3.38

1 2 3 4

教育研修システムがしっかりしている

新たな仲間が得られる

仕事を通じて地域貢献・社会貢献が出来る

正社員として働く事ができる

新たな知識や経験が得られる

福利厚生がしっかりしている

自分の能力・経験を活かすことができる

休暇が取りやすい

希望の収入を得られる

希望の曜日・時間で働ける

希望の勤務地で働ける

希望の仕事内容で働ける

人間関係が良い

問37 仕事を選ぶ際、重視する点 （4段階ポイント評価）

※数値は、仕事を選ぶ際、重視する各項目についての回答それぞれに次の点数を与え、平均をとった値。

とても重視する（4点）重視する（3点）あまり重視しない（2点）重視しない（1点）
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問39

4

1
2
3
4
5
6

・質問6項目全てにおいて、平成20年より増加しているが、昨年より減少し
た。
・「社会的に自立できる子どもが育っている」が3.05ポイントで6項目中一番
満足度が高く、平成20年(2.65ポイント)より0.4ポイント増加している。
・「子育てに悩んだときなどに気軽に相談できる環境が整っている」が2.90ポ
イントで6項目中一番満足度が低い。

問39 子育てに関する満足度 （5段階ポイント評価）

問39 子育てに関する満足度について

９．少子化対策について

2.72

2.64

2.71

2.75

2.53

2.65

3.22

3.13

3.17

3.04

3.07

3.12

3.17

3.12

3.11

3.05

3.12

3.06

2.90

2.95

3.00

3.01

3.02

3.05

1 2 3 4 5

子育てに悩んだときなどに

気軽に相談できる環境が整っている

安心して子どもを生み育てられる

環境が整っている

仕事と子育てが両立できる

保育所が充実している

（時間帯・設備など）

子どもがケガや急病時にいつでも

診てもらえる医療体制が整っている

社会的に自立できる子どもが育っている

R1

H30

H29

H20

満足度

※数値は、子育てに関する各項目についての回答それぞれに次の点数を与え、平均をとった値。

十分満たされている（5点）かなり満たされている（4点）どちらともいえない（3点）あまり満たされていない（2点）

ほとんど満たされていない（1点）
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1
2
3
4
5

問41

4
3
2
1

問40・41 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方と女性の活躍について

１０．女性の活躍推進について

・「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、「賛成」または

「どちらかといえば賛成」と答えた人の割合は37.5％で、平成29年(43.8％)より6.3ポイ

ント減少、「どちらかといえば反対」または「反対」と答えた人の割合は53.8％で、平成

29年(49.7％)より4.1ポイント増加した。

・女性の活躍については、「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と答えた人の

割合は、「企業は、女性が仕事を続けられるような就業環境を整備すべきだ」(87.8％)が最

も多かった。

9.3

8.8

5.1

36.9

35.0

32.4

35.4

35.9

36.4

12.3

13.7

17.5

6.0

6.5

8.7

H27

H29

R 1

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 無回答

32.4

41.5

51.5

28.9

44.4

45.0

36.2

45.6

10.2

3.4

3.0

12.2

3.0

0.8

0.9

3.5

9.9

9.3

8.3

9.9

女性の活躍が進めば、地域の

経済社会が今よりも活性化する

女性も地域活動において

意思決定の場に参画すべきだ

企業は、女性が仕事を続けられる

ような就業環境を整備すべきだ

女性を積極的に企業の管理職、

団体の役職者などに登用すべきだ

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

問40 「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方の賛否について

問41 女性の活躍について
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4
2

12
5

13
1
8

10
3
7
6
9

11

問43

9
8
4
6
2
7
1
3
5

問42・43 景観を損ねているものと美しい景観を守るために行政が取り組むべきことについて

１１．景観・環境保全について

・地域で景観を損ねているものは、「道路や河川の雑草」(44.1％)が1位で、平成29年

(38.3％)より5.8ポイント増加した。

・景観を守るため、行政が力を入れて取り組むべきことは、「道路沿いの草刈りなど公共施

設の維持管理を推進する」(65.8％)が1位となり、平成29年(60.4％)より5.4ポイント増加

した。

18.1

16.3

34.5

42.9

38.3

19.8

23.9

38.2

41.2

44.1

0 10 20 30 40 50

電柱・電線・携帯電話基地局アンテナ

耕作放棄地

不法投棄

ゴミやタバコのポイ捨て

道路や河川の雑草

R1

H29

5.5

3.5

18.0

20.8

19.6

27.8

31.9

39.1

60.4

3.8

4.8

18.2

19.2

20.4

28.1

30.7

38.4

65.8

0 10 20 30 40 50 60 70

無回答

その他

景観に配慮した公共施設（橋など）の整備を推進する

古い街なみを保存する

地域住民や団体などの行う取り組みを活性化する

道路沿いなどの無電柱化を推進する

建物や広告物などが景観を損なわないよう

誘導・規制する

景観を守ることについて住民一人ひとりの

意識を向上させる

道路沿いの草刈りなど公共施設の

維持管理を推進する

R1

H29

問42 景観を損ねていると感じるものについて

問43 今後美しい景観を引き続き守るために、行政が力を入れて取り組むべきことについて

※3つ以内で複数回答

その他除く上位5項目

※3つ以内で複数回答
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問44

少しある

無回答

11
12
10
9
8
4
3
7
2
1
6
5

問44・46 再生可能エネルギーの利活用への関心と日常的に取り組んでいることについて

１２．エネルギー政策の推進について

・「再生可能エネルギー等の利活用への関心」について、「大いにある」または「少しある」

(65.2％)が、「あまりない」または「ほとんどない」(13.9％)を大きく上回っている。「大い

にある」または「少しある」は、平成29年(60.5％)より4.7ポイント増加した。

・「省エネ・節電のため、日常的に取り組んでいるもの」については、「不要な照明を消す」

(84.5％)が最も多かった。

24.7

27.6

35.8

37.6

17.1

16.7

11.5

10.0

6.3

3.9

4.5

4.2

H29

R 1

大いにある 少しある どちらともいえない あまりない ほとんどない 無回答

36.1

43.4

48.0

61.6

84.5

0 20 40 60 80 100

長時間使わない機器は、

コンセントからプラグを抜く

すだれやグリーンカーテンなどで

日差しを和らげる

冷房使用時の室温を28℃（目安）、

暖房使用時の室温を20℃（目安）にするなど、

適切な温度で冷暖房を使用する

テレビは必要なとき以外は消す

不要な照明を消す

問44 「再生可能エネルギー等の利活用への関心」について

問46 省エネ・節電のため、日常的に取り組んでいるものについて

※複数回答

その他除く上位5項目
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問53 奈良県での居住理由

・奈良県に居住している理由として最も多かったのは、県全体では「家族や自

分の仕事の都合」(34.3％)、南西部では「結婚したから」(44.9％)だった。

・東部、南東部、南西部では「家を継ぐため」が多い。

1.1%

12.4%

32.6%

44.9%

南西部 32.6%

1.2%

13.4%

35.5%

30.2%

南東部 36.0%

1.9%

15.4%

37.0%

26.5%

東部 31.5%

9.0%

17.6%

19.5%

25.9%

中部 34.4%

11.5%

17.3%

18.8%

25.0%

西部 31.3%

8.8%

20.5%

18.2%

23.5%

北部 35.2%

7.7%

18.3%

21.8%

25.8%

県全体 34.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

住宅を購入しやすい、

または借りやすいから

自然が豊かなどの面で

住環境がよいから

家を継ぐため

結婚したから

家族や自分の仕事の都合

県 全 体

北 部

西 部

中 部

東 部

南 東 部

南 西 部

１3．回答者に関すること

※2つ以内で複数回答

※その他除く上位5項目
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地 域 の 区 分

区　分　名

地域６  （南西部） 五條市・野迫川村・十津川村

大和高田市・橿原市・御所市・香芝市・葛城市・高取町・明日香村・
広陵町

桜井市・宇陀市・曽爾村・御杖村

市　　　　町　　　　村　　　　名

吉野町・大淀町・下市町・黒滝村・天川村・下北山村・上北山村・川
上村・東吉野村

地域１    （北部）

地域２    （西部）

地域３    （中部）

地域４    （東部）

地域５  （南東部）

奈良市・大和郡山市・天理市・生駒市・山添村・川西町・三宅町・田
原本町

平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・王寺町・河合町


